
Ｊ-クレジット制度とは？

～カーボンオフセットで石川県の森林をより豊かに～

省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの活用によるCO2の排出量削減や適切な森林管理による
CO2の吸収量を、クレジットとして国が認証する制度です。
森林Ｊ-クレジットとは、これらＪ-クレジットのうち、森林経営活動や植林活動の取組みから生じた

CO2の吸収量を、クレジットとして認証するものです。
Ｊ-クレジット制度の仕組み

※出典：Ｊ－クレジット制度ホームページ（https://japancredit.go.jp/）

Ｊ-クレジット創出者のメリットは？
１ ランニングコストの低減 ２ クレジット売却益

省エネ設備の導入や再生可
能エネルギーの活用により、
ランニングコストの低減や、
クリーンエネルギーの導入を
図ることができます。

設備投資の一部を、
クレジットの売却益に
よって補い、投資費用
の回収やさらなる省エ
ネ投資に活用できます。

４ 新たなネットワークの構築
創出したクレジットが、

例えば、地産地消的に地元
に縁の深い企業や地方公共
団体に利用されるなど、新
しいネットワークの構築に
つながります。

３ 地球温暖化対策への取組みに対するＰＲ効果
自主的な排出削減や吸収

プロジェクトを行うことで、
温暖化対策に積極的な企業、
団体としてPRすることがで
きます。

森林Ｊ-クレジット始めませんか？



県有林における森林Ｊ-クレジットを活用した取組み

お問い合わせ先

Ｊ-クレジットが発行されるまで
STEP１ プロジェクトの登録

STEP２ モニタリングの実施

STEP３ クレジットの認証・発行

どのような温室効果ガス排出削減・吸収事業（省エネ設備の導入、森林管理等）を実施するかを記載した「プロジェ
クト計画書」を作成し、登録申請を行います。

プロジェクト計画に基づき、実際の温室効果ガスの排出削減・吸収量を算定するためのモニタリング（削減量等の計
測）を行います。

モニタリングの実施結果に基づき排出削減・吸収量を算定の上、「モニタリング報告書」を作成し、クレジットの認
証申請を行い、国がクレジットを認証・発行します。

県有林における利用間伐の状況

本県では、県有財産の造成を図るとともに、森林の有する多面的機能
の維持・増進のため、県有林において間伐等の森林整備を実施しており
ます。
これら森林整備を実施した県有林について、令和４年度から、モデル

的に森林Ｊクレジットの取組みを進めております。
本制度により、県有林を対象としたクレジットを取得し、県内企業に

売却することにより、カーボンオフセットに取組む県内企業における温
室効果ガスの排出削減の取組に貢献できることに加え、本県の森林整備
の促進につながるものと考えております。
今後、県有林におけるクレジットの取得・売却に関するノウハウ等を

取りまとめ、県のホームページ等で広く情報共有するとともに、県内の
民有林で森林Ｊ-クレジットの取組みが進むように支援していく予定です。

https://japancredit.go.jp/contact/

・制度全般に関するお問い合わせ
みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社
環境エネルギー第２部
Ｊ-クレジット制度事務局

TEL：03-5281-7588
Mail：help@jcre.jp

J-クレ 検索

石川県農林水産部
森林管理課 森林企画Ｇ、森林資源育成Ｇ

・県有林における森林Ｊ-クレジットの取組状況
に関するお問い合わせ

TEL：076-225-1642,1646

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/shinrin/index.html
Mail：shinkan@pref.ishikawa.lg.jp
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